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答えてくれる人

広告業界で
働くということ

?先輩に聞いてみよう！

働いている人も仕事内容もとても華やかに見える広告業界。
総合広告会社の営業部門でバリバリ働いている小森さんに、

仕事のこと､ 会社のこと､ 業界のこと､ いろいろ聞いてみましょう！
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Q1 現在、どのような仕事に

携わっていますか？

　現在は生命保険会社と食品メー

カーの担当をメインにしていて、

デジタル広告の運用、ダイレクト

マーケティングのマスメディア出

稿、PR、全国キャラバンイベン

トの企画・運営などに携わってい

ます。それぞれ広告ターゲットも

商材も異なるので、互いに良い刺

激になっています。

　また、地方自治体の広報宣伝業

務も担当していて、今年のゴール

デンウィークは、自治体の周年記

念で制作した絵具を使って、子ど

もたちを対象にしたお絵描きイベ

ントの運営に携わりました。

Q2 広告業界を意識し始め

たきっかけは何ですか？

　学生時代からテレビCMやポス

ターを作品として見るのが好き

だったことがまずあります。

　その当時、広告業界を題材にし

たマンガやテレビドラマがあった

ため、何となく広告業界・広告会

社の存在は知ってはいたのですが、

就職活動をするにあたって自分の

性格を考えたときに、さまざまな

業種、商品、プロモーションに幅

広く関わることができる広告業界

でなら、仕事を好きになって長く

続けることができそうと思ったこ

とがきっかけです。たとえ仕事で

つらいことがあったとしても、好

きなことであればがんばれそうと

いう意識がありました。

　同じ視点で総合商社にも興味が

あったのですが、業界研究をして

いく中で広告業界のほうが自分に

合っていると思い始めて、最終的

には広告業界１本に絞って就職活

動をしました。ただ、広告業界に

入るのは狭き門だということは知

られていましたので、大学のゼミ

の先生には心配されました（笑）。

Q3 学生時代に広告業界を

意識して準備していた

ことはありますか？

　広告業界を意識してというのは
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あまりなかったのですが、ただ、

自分にできる経験はすべて将来に

活きると思っていましたので、興

味を持ったことには何でも飛び込

んでみるようにはしていました。

　例えば、海外インターンシップ

や海外旅行をしたり、ビジネスコ

ンテストを運営してみたり、学生

サークルを作ってみたり、といっ

たことです。

　海外インターンシップでは大学

３年生の夏にロシアのシベリアの

街に１か月間ほど滞在したのです

が、そこの学校で英語教師のアシ

スタントをしていました。ロシア

語がほとんど喋れない状態で行っ

たのでとても苦労しましたが、自

力で何とか前に進むという経験が

できたと思います。

　ビジネスコンテストについては、

当時、学生の起業を支援している

経営コンサルタントの方と知り合

う機会があって、その方にご協力

いただいて、友人何人かと、小規

模ながらもコンテストを運営して

いました。ビジネスアイデアのあ

る大学生を募集して審査をすると

いうものです。

　また、その経営コンサルタント

の方が主催していた“女
お か み

将イン

ターンシップ”にも参加しました。

これは、三重県の温泉地の旅館で

女子大学生10人くらいが女将さ

んの修行をしながら、その温泉地

の良いところを学生目線で見つけ

て、地域を活性化するにはどうす

ればいいかについてアイデアを発

表するというものです。それまで

はお客さん側の視点でしか見てい

なかったので、接客する側になっ

てみて、ものすごく細かいところ

にまで配慮をする“おもてなし”

を学びましたし、また、地域活性

化に関しても、資源もやる気もあ

るのにアイデアがないからうまく

自分
にでき

る経
験は

すべて
将来
に活き

る
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活用できていない状態だったりも

するので、アイデア次第でいろい

ろな交流を進めることができ、そ

れが地域活性化につながっていく

んだなと思いました。これは今の

仕事にも活きている考え方です。

Q4 最初の配属について教

えてください。

　最初の配属は名古屋支社の営業

部門でした。

　私は名古屋出身なのですが、家

庭の事情などで大学も名古屋を選

んだので、就職では一度名古屋を

離れてみたいと思っていて、全国

区で展開している広告会社を中心

に就職活動をしていたんですね。

そして大広から内定をいただいた

のですが、「新卒で名古屋支社に

配属されるケースはここ３～４年

ないので今回もないのでは」と研

修の時に周りの人から聞いていた

ので、東京か大阪に配属されるの

だろうなと勝手に思っていまし

た。東京か大阪で働くことになる

から名古屋を離れると地元の友人

にも伝えていて、送別会まで開い

てもらって（笑）。と思っていたら、

まさかの名古屋支社配属でした。

Q5 新卒で入る方は必ず営

業部門に配属されるの

ですか？

　必ずしもそうとは限らないと思

います。研修期間中にマーケティ

ングの研修もクリエイティブの研

修もあるので、その中で本人の希

望と適性を見て配属が決まってく

るのだと思います。ですので、営

業部門を志望している人がクリエ

イティブ部門に配属されることも

ありますし、当然その逆もありま

す。

人と接
するの

が好き
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　私の場合は、マーケティングも

プランニングもおもしろそうと

思っていたのですが、人と接する

のが好きで、どちらかというと営

業の仕事のほうが向いていると自

分では思っていましたし、人事部

門の方もそう思っていたのだと思

います。

Q6 現在の部署に至るまで

の異動内容について教

えてください。

　今年で入社７年目になりますが、

ずっと営業職についています。

　化粧品メーカー、ドラッグスト

ア、健康食品メーカー、生命保険

会社、食品メーカー、と幅広い業

種を担当してきました。

　ありがたいことに、全社ごとの

プロジェクトやブランドＡE（ア

カウント・エグゼクティブ）とし

て担当につくことが多かったので、

得意先のいろいろな部署の方々と

非常に近い位置でお仕事をさせて

いただくことができ、多くの貴重

な経験をさせていただきました。

Q7人事異動は定期的にある

のですか？

　大広の場合、３～５年で部署を

ローテーションする制度があるの

で、同じ部署に10年いるといっ

たことはほとんどないと思います。

３～５年をめどに、担当するクラ

イアントを替わるとか、営業部門

からマーケティング部門に異動す

るといった形です。

　私の場合は、名古屋支社から東

京本社に異動になったこともロー

テーションの一環だったのだと思

います。職場も替わっていますし、

クライアントも替わっていますし。

名古屋支社の時はドラッグストア

を担当していて、店頭のプロモー

ションや新店のオープニングイ

ベント、テレビやラジオのCMと

いったことが業務の中心だったの

ですが、東京本社に異動になって

からは健康食品メーカーの通信販

売の仕事に携わることになったの

で、全然考え方の違うところに来

たなとは思いました。

　もちろんこの先も異動すること
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はあります。キャリア面談という

ものが年に１回あって、将来はこ

うなりたくて、そのために今の部

署でこういうことを学んで、次は

こういうことをやって･･･といっ

たことを上長と面談する機会があ

るのですね。それを人事部門で集

約しているので、参考にしながら

異動内容が検討されるのだと思い

ます。

Q8 広告業界に入ってみて

イメージとのギャップ

はありましたか？

　広告業界のことは雑誌のインタ

ビュー記事やテレビドラマで知る

程度だったのですが、仕事内容も

働いている人もとてもキラキラし

ていて、華やかなイメージがあり

ました。実際に入ってみて、たし

華や
かな面

はある
のです

が、

ものす
ごく細

かい
作業
の積
み上
げ

7

INTERVIEW 

Mika Komori



かに華やかな面はあるのですが、

一方で、泥臭いというか、すごく

細かいことの積み上げであったり

というか、例えば、派手なイベン

トを企画・運営するのも、その工

程を分解していくとものすごく細

かい作業の積み上げであったりと、

こんなことまでするんだという

ギャップがありました。

　私は入社して最初の担当が化粧

品メーカーで、その化粧品メー

カーはテレビドラマの番組提供ス

ポンサーをしていたので、ドラマ

の台本チェックが私の主な仕事で

した。ドラマの中でそのスポン

サーの商品のイメージを損なうよ

うな使われ方をしていないかとか、

競合商品が映り込んでいないかな

どを細かくチェックしていました。

今となっては当然やるべきことと

いう認識ですが、その当時はここ

まで細かくチェックするものなの

かとびっくりした記憶があります。

Q9 営業部門の仕事以外で

携わってみたいことは

出てきましたか？

　プロモーションプランナーの仕

事はおもしろそうだと思います。

ただ、実際その立場の方と話をし

ていると、特定のことについても

のすごく深い知識があるという意

味で、アンテナの張り方が全然違

うなと感じます。もちろん自分も

アンテナを張ってはいますが、営

業部門の場合は、クリエイティブ

のこともある程度わかって、プロ

モーションのこともある程度わ

かって･･･という具合に、特定の

ことを深く知っているというより

は全方位的にアンテナを張ってい

ますので、そういった意味で全然

違うなと思います。

　例えば、イベントに携わってい

る方でしたら音響設備に関して本

当に深いところまで知っているので、

その深さはすごいなと思います。

　それはプランナーの方だけに限

らず、マーケティングの方と調査

の話をしている時にも感じますし、

クリエイティブの方と広告表現の

話をしている時にも感じます。
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Q10 ご自身の最終目標は

何ですか？

　最終目標ではないかもしれませ

んが、将来的にはグローバルな案

件に携わってみたいです。海外旅

行が好きということと、海外の人

や物など自分の生活しているとこ

ろとは違うものに関心があるとい

うこともありますし、大広は海外

に支社・子会社がありますのでそ

こで一緒に日本の商品やブランド

を売り込んだり、逆に海外のメー

カーが日本市場に進出するときに

どういったマーケティングをする

かといったことにも関わりたいと

思っています。

　昨年から始まった制度に「海外

人材プール」というものがありま

す。海外駐在社員を適切にロー

テーションするために、例えば、

英語を話すことができるとか、い

ろいろな案件に対応できる能力が

あるといったことを基準に、海外

に行ける人材を日本でプールして

おこうという制度です。そこのメ

ンバーになると、英語の勉強や短

期の語学留学を会社の費用負担で

させてもらったりできます。私も

メンバーになっていて、昨年は１

年間、週に２回の英語のマンツー

マンレッスンを受けていました。

　行ってみたい国は、例えばシン

ガポールは成熟しているのでおも

しろいと思いますし、ベトナムや

タイはどんどん発展して変わって

いっているので、そういう国に

行ってみたいです。

Q11 広告業界を志望する

人に向き・不向きは

あると思いますか？

　好奇心旺盛な人、フットワーク

の軽い人はこの仕事に向いている

全方
位的
にアン

テナを

張って
います
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と個人的には思っています。この

仕事をしているとどうしても自分

がターゲットではない商品を担当

したりすることもありますので、

そういった場合でも興味を持って

意欲的に取り組める人のほうが向

いていると思いますし、そういう

人と一緒に働きたいと思います。

　逆にいうと、特定のことにしか

興味がなくて、それしかやりたく

ないという人は、その専門の会社

で働いたほうが力を発揮できるの

ではないかと思います。

Q12 広告業界に興味・関

心がある人にメッ

セージをお願いします。

　就職してみて思ったのは、どこ

でどうやって働くのにも“正解・

不正解” “良い・悪い”はなくて、

あるのは“自分に合うか・合わな

いか”だけだということです。

働き方も生き方も、選択肢が多く

なってきているので、お金なのか、

時間なのか、働き方なのか、好き

なもの・ことに関わりたいのか、

2012年名古屋大学経済学部経営学科卒業。
2012年株式会社大広入社。名古屋支社
に配属後、化粧品メーカー、ドラッグス
トアなどの担当営業を経験し、2015年
東京本社に異動。健康食品メーカー、生
命保険会社、食品メーカー、地方自治体
などの営業担当として、多岐にわたる広
告・宣伝活動業務に従事している。

小森美佳
Mika  Komor i

PROFILE

など自分が何を大切にしたいのか

を基準に、何が自分に合うのかを

考えて就職先を選ぶといいと思い

ます。

　それらを考えたうえで、広告業

界で働きたいと思ってくださった

ら嬉しいです。
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